
会社情報 

   

商 号 株式会社丸昭建材 

所 在 地 本 店 千葉県柏市高田 1116 番地 32 TEL04－7143－0262 

高 田 事 業 場 千葉県柏市高田 1116 番地 32 TEL04－7142－7707 

第二高田事業場 千葉県柏市高田 1116 番地 37 TEL04－7142－7707 

十 余 二 事 業 場 千葉県柏市十余二 380 番 100 TEL04－7135－6612 

創 立 昭和 46 年 04 月 01 日 

資 本 金 3,000 万円 

代 表 者 
及び役員 

代表取締役 

取締役 

取締役 

取締役 

取締役 

監査役 

宮脇 秀仁 

小林 昭 

髙橋 幸治 

猪野 みどり 

平子 健太 

小林 玲子 

（平成 29 年 07 月 12 日就任） 

（平成 29 年 07 月 12 日就任） 

（平成 26 年 12 月 01 日就任） 

（平成 22 年 12 月 24 日就任） 

（令和 01 年 11 月 01 日就任） 

（平成 18 年 05 月 25 日就任） 

社 員 数 23 名（内産業廃棄物関連部署：16 名） 

会社履歴 昭和 39 年 07 月 

昭和 46 年 04 月 

平成 05 年 02 月 

平成 05 年 04 月 

平成 15 年 02 月 

平成 18 年 03 月 

平成 20 年 06 月 

平成 21 年 11 月 

平成 21 年 11 月 

令和 02 年 02 月 

令和 02 年 04 月 

令和 03 年 03 月 

令和 04 年 10 月 

令和 04 年 12 月 

丸昭建材店創業（建築材料販売及び土木工事請負業） 

株式会社丸昭建材に改組 

産業廃棄物処分業新規許可（がれき類等） 

産業廃棄物収集運搬業新規許可（千葉県） 

ISO9001 取得（生コン） 

産業廃棄物処分業変更許可（木くず等追加） 

廃棄物再生事業者登録（がれき類等・木くず） 

ISO14001 取得（リサイクル） 

産業廃棄物処分業変更許可（汚泥追加） 

産業廃棄物処分業許可更新(優良)(がれき類等)＜H05.02～＞ 

産業廃棄物収集運搬業許可更新(優良)(千葉県)＜H05.04～＞ 

産業廃棄物収集運搬業許可更新(優良)(茨城県)＜H15.11～＞ 

産業廃棄物収集運搬業許可更新(優良)(東京都)＜H22.10～＞ 

産業廃棄物収集運搬業許可更新(優良)(埼玉県)＜H17.12～＞ 



■ 許可の内容 
〔 処分業事業計画 〕 

 

〔 収集運搬事業計画 〕 

都道府県

及び市 
積替え 
保管 

許可年月日 
及び 

有 効 期 限 
許可番号 

許可品目 

廃
プ
ラ 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
陶 

が
れ
き
類 

汚
泥 

千葉県 
※6･7 

無 
○許 令和 02 年 04 月 22 日 

○有 令和 09 年 04 月 19 日 
第 01200001791 号 

●
※
１ 

● ● ● ●
※
２ 

●
※
１ 

●
※
３ 

●
※
４ 

茨城県 
※8 

無 
○許 令和 03 年 03 月 15 日 

○有 令和 09 年 11 月 12 日 
第 00801001791 号 

●
※
１ 

● ● ● ●
※
２ 

●
※
１ 

●
※
３ 

 

埼玉県 
※10 

無 
○許 令和 04 年 12 月 19 日 

○有 令和 11 年 12 月 18 日 
第 01107001791 号 

●
※
５ 

●
※
５ 

●
※
５ 

●
※
５ 

●
※
５ 

●
※
５ 

●
※
５ 

 

東京都 
※9 

無 
○許 令和 04 年 10 月 04 日 

○有 令和 11 年 10 月 03 日 
第 13-00-001791 号 

● ● ● ● ● ● ● 

 

※ 1：石綿含有産業廃棄物を含み、自動車等破砕物を除く 
※ 2：自動車破砕物を除く 
※ 3：石綿含有産業廃棄物を含む 
※ 4：生コンクリート残さ物に限る 
※ 5：石綿含有産業廃棄物を含まない 
※ 6：平成 23 年 04 月 01 日から許可合理化（千葉市・船橋市・柏市の許可は千葉県へ統合） 
※ 7：平成 25 年 04 月 20 日より「優良産業廃棄物処理業者認定」（千葉県収集運搬業） 
※ 8：平成 25 年 12 月 06 日より「優良産業廃棄物処理業者認定」（茨城県収集運搬業） 
※ 9：平成 27 年 10 月 04 日より「優良産業廃棄物処理業者認定」（東京都収集運搬業） 
※10：平成 27 年 12 月 19 日より「優良産業廃棄物処理業者認定」（埼玉県収集運搬業） 

「廃プラ、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、が

れき類」の収集運搬作業は、日祝日を除く、午前 8 時から 5 時まで行うものとする。ただし、排出事業

者の排出時間や処分場の受入時間等により若干変動することがある。 
運搬時は、廃棄物をコンテナに入れるかダンプに直積し、必要に応じて飛散防止シート、荷崩れ防止用

ロープ等を使用する。特に、石綿含有産業廃棄物については、梱包しシートで覆い、他の廃棄物と混合し

ないように仕切りを設けて運搬する。 

「汚泥」に関しては、原則として生コンクリートミキサー車を使用して運搬する。収集運搬作業は、日祝

日を除く、午前 8 時から 5 時まで行うものとする。ただし、排出事業者の排出時間や処分場の受入時間等

により若干変動することがある。 

  

 

がれき類等 
令和 03 年 08 月 

品目削減 
許可年月日 

及び 
有 効 期 限 

 

○許 令和 02 年 02 月 17 日 

○有 令和 09 年 02 月 01 日 

建築構造物等の解体に伴って排出されるがれき類等を

受入、当社破砕処理施設にて処理を施し、再生砕石又は

再砂として販売する。 

※予定処理量 6,000t／月 

木くず等 
令和 03 年 08 月 
品目削減 

建築構造物等の解体に伴って排出される木くずを受入、

当社破砕処理施設にて処理を施し、木質チップとして販

売する。 

※予定処理量 2,000t／月 

汚泥 
平成 21 年 11 月 

品目追加 

汚泥（生ｺﾝｸﾘｰﾄ残渣物）を受入、処理ピットにて固化さ

せた後、当社破砕処理施設にて処理を施し、再生砕石又

は再生砂として販売する。 

※予定処理量 1,250 ㎥／月 



〔 産業廃棄物処分業許可証の写し 〕 

 

 

 

 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔 産業廃棄物処理施設設置許可証の写し 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔 産業廃棄物収集運搬業許可証の写し 〕 

  ■千葉県 

 

 

 

 

 



■茨城県 

 

 

 

 

 

 

 

 



■埼玉県 

 

 

 

 

参照用 



■東京都 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ 施設及び処理の状況 
〔 中間処理施設概要 〕 

 

 

 

 

 

 

 

高田事業場 
(がれき類等) 

施 設 の 種 類 ： 

品      目： 

設 置 年 月 日： 

設 置 場 所： 

処 理 能 力： 

稼 働 時 間： 

処 理 方 式： 

構造・設備の概要： 

環 境 保 全 対 策 ： 

破砕施設 

がれき類（アスファルト破片を除く）、ガラスくず・コンクリー

トくず及び陶磁器くず 

平成 4 年 8 月 22 日（設置届） 

千葉県柏市高田 1116 番地 32 

680t／日 

8h／日（8 時～17 時） 

破砕機（KAP 型重負荷用） 

インペラーブレーカー、振動ふるい 

破砕機部分を屋内に設置 

十余二事業場 
(木くず類等) 

施 設 の 種 類 ： 

品      目： 

設 置 年 月 日： 

設 置 場 所： 

処 理 能 力： 

稼 働 時 間： 

処 理 方 式： 

構造・設備の概要： 

環 境 保 全 対 策 ： 

破砕施設 

木くず 

平成 17 年 7 月 11 日（設置許可） 

千葉県柏市十余二 380 番 100 

80.0t／日 

10h／日（8 時～18 時） 

破砕機（電動） 

木材リサイクラ・ロータリースクリーン・散水設備・防音壁 

完全屋内施設 

第２高田事業場 
(汚泥） 

施 設 の 種 類 ： 

品      目： 

設 置 年 月 日 ： 

設 置 場 所： 

処 理 能 力： 

稼 働 時 間： 

処 理 方 式： 

構造・設備の概要： 

環 境 保 全 対 策 ： 

固化・破砕 

汚泥（生コンクリート残さ物に限る） 

平成 21 年 9 月 28 日 

千葉県柏市高田 1116 番地 37 

52.89 ㎥／日 

8h／日（8 時～17 時） 

固化・破砕 

汚泥専用処理ピット 

屋内施設、雨水のオーバーフロー防止壁 



〔 収集運搬車両概要 〕 

※1：千葉県・茨城県・埼玉県・東京都 
※2：千葉県 
 
 
 

 

排ガスレベル平成 28 年基準適合車 24 台中 09 台（37.50％）※a 

排ガスレベル平成 22 年基準適合車／排出ガス 10％低減 24 台中 01 台（ 4.17％） 

排ガスレベル平成 21 年基準適合車／排出ガス 10％低減 24 台中 05 台（20.83％） 

排ガスレベル平成 21 年基準適合車 24 台中 02 台（ 8.33％） 

排ガスレベル平成 17 年基準適合車／NOx･PM10％低減 24 台中 01 台（ 4.17％） 

排ガスレベル平成 17 年基準適合車／PM10％低減 24 台中 02 台（ 8.33％） 

排ガスレベル上記以外 24 台中 04 台（16.67％） 

 
 

平成 27 年度燃費基準達成車 24 台中 19 台（83.33％）※a 

 
 

※a：2023.5.1 更新項目 

 

 

 

 

車 両 形 式： 

運 搬 品 目： 
 

最 大 積 載 量： 

ダンプ車 ※1 

廃プラ、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず・コンクリ

ートくず及び陶磁器くず、がれき類 

8.2t×1 台、8.4t×1 台、9.2t×1 台、9.4t×1 台、11.4t×1 台※2 5 台 

車 両 形 式： 

運 搬 品 目： 
 

最 大 積 載 量： 

脱着装置付コンテナ専用車 ※1 

廃プラ、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず・コンクリ

ートくず及び陶磁器くず、がれき類 

3.95t×1 台 1 台 

車 両 形 式： 

運 搬 品 目： 

最 大 積 載 量： 

ミキサー車 ※2 

汚泥（生コンクリート残さ物に限る。） 

3.49t×1 台、3.52t×1 台、3.54t×2 台、3.58t×1 台、3.67t×1 台 
3.76t×1 台、7.88t×1 台、9.66t×1 台、9.71t×1 台、9.76t×1 台 
9.79t×1 台、9.80t×1 台※a、9.83t×3 台、9.86t×1 台、9.92t×1 台 18 台 



〔 収集運搬計画運搬量（月）〕 

金属くず 10.0 t 

紙くず 0.5 t 

木くず 10.0 t 

繊維くず 0.5 t 

石
綿
含
有 

-

無
し 

廃プラスチック 0.5 t 

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 1.0 t 

がれき類 100.0 t 

石
綿
含
有 

-

有
り 

廃プラスチック 0.5 t 

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 1.0 t 

がれき類 2.0 t 

汚泥（生コンクリート残渣物に限る） 120.0 ㎥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔 処理工程図／高田事業場 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排 出 事 業 者 

がれき類等の搬入 

中 間 処 理 施 設 内 
ス ト ッ ク ヤ ー ド 

粒 度 調 整 

有 価 売 却 

破 砕 

磁 選 

販 売 

残さ物（鉄くず類） 

製品（再生砕石・砂） 

前 処 理 

有害物質等の確認 

荷 下 ろ し 

(安定型最終処分場へ) 

委 託 処 分 

( 中 間 処 理 場 へ ) 

※上記以外の場外排出物はありません。 



〔 処理工程図／第 2 高田事業場 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記以外の場外排出物はありません。 

排 出 事 業 者 

汚 泥 の 搬 入 

屋 内 処 理 ピ ッ ト へ 

重機にてダンプに積載 

高 田 事 業 場 へ 搬 送 

屋 内 処 理 ピ ッ ト 
に て 固 化     

製品（再生砕石・砂） 

販 売 

破 砕 



〔 処理工程図／十余二事業場 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排 出 事 業 者 

木 く ず ※ の 搬 入 

荷 下 ろ し 

鉄 く ず 類 

有 価 売 却 

破 砕 

磁 選 

有 価 売 却 

マ テ リ ア ル チ ッ プ      

バイオマス燃料チップ 

（混入の場合は受入拒否） 受入品目以外の確認 

（大部材の切断、金属等の手選別） 
 

前 処 理 １ 前 処 理 ２ 

（よりきめ細かな良質木材の選別） 
 

委 託 処 分 

(安定型最終処分場へ) ( 中 間 処 理 場 へ ) 

※上記以外の場外排出物はありません。 



■産業廃棄物の一連の処理工程（2022 年 4 月～2023 年 3 月）※ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※2023.5.1 更新項目 

2023 年 3 月末時点 

処理前保管量    150ｔ 

2023 年 3 月末時点 

処理後保管量  100ｔ 

持出量 

 144,733.53ｔ 

高田事業場 
がれき類 

122,226.23ｔ(84.30%) 

受入 破砕 

ガラスくず・コンクリ

ートくず及び陶磁器

くず 
9,234.79ｔ(6.37%) 

A 社へ売却 

第２高田事業場 固化処理 

汚泥（生コン残さ） 

3,549.80 ㎥ 
受入 

十余二事業場 
燃料用チップ等として 
売却 

木質チップ 

13,377.56ｔ(9.23%) 

受入 

再生砕石 

104,767.19ｔ(72.26%) 

金属くず 

467.05ｔ(0.32%) 

残さ物 

34.98ｔ(0.02%) 

選別 

道路用路盤材等として 
売却 

B 社へ委託処理（破砕） 
→最終処分（安定型） 

破砕 

A 社へ売却 選別 

残さ物 

23.32ｔ(0.02%) 

B 社へ委託処理（破砕） 
→最終処分（安定型） 

受入量 

 144,983.53ｔ 

金属くず 

121.63ｔ(0.08%) 

再生砕砂 

26,191.80ｔ(18.07%) 

木くず 

13,522.51ｔ(9.33%) 



〔 処理の実績／処分業 〕※ 

廃棄物の種類 処分方法 
処 理 実 績（月） 

R2 
10 月 11 月 12 月 

R3 
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

がれき類 

破砕 
（ｔ） 

12270.79 10298.56 9790.40 10503.57 6836.60 9280.96 6020.21 5754.66 7904.65 7687.19 8429.87 5353.14 

ガラスくず・コン

クリートくず及び

陶磁器くず 
620.91 520.33 502.18 394.49 467.31 665.51 542.52 459.98 676.93 464.48 443.05 597.34 

内汚泥固化物 410.91 380.33 362.18 254.49 327.31 385.51 262.52 309.98 386.93 304.48 303.05 307.34 

木くず 1302.27 1284.22 1185.11 1060.78 1263.84 1215.66 1231.32 1356.26 1297.01 1351.28 1161.07 1319.57 

繊維くず（廃畳に

限る） 
3.26 3.03 3.64 2.08 5.41 6.05 5.33 3.41 3.45 5.17 ― ― 

汚泥（生コンクリー

ト残さ物に限る。） 
固化・破砕 
（㎥） 

373.55 345.75 329.25 231.35 297.55 350.46 238.65 281.80 351.75 276.80 275.50 279.40 

 

廃棄物の種類 処分方法 
処 理 実 績（月） 

R3 
10 月 11 月 12 月 

R4 
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

がれき類 

破砕 
（ｔ） 

6845.27 4403.04 8571.33 5259.24 6071.98 9209.52 10833.73 6084.05 9443.93 13827.21 9194.93 7608.03 

ガラスくず・コン

クリートくず及び

陶磁器くず 
560.45 640.75 551.99 538.73 535.82 820.13 623.42 672.28 623.76 777.79 767.93 812.06 

内汚泥固化物 340.45 360.75 341.99 318.73 325.82 400.13 343.42 308.28 331.76 295.79 369.93 346.06 

木くず 1379.21 1345.74 1218.47 983.18 1156.80 1495.39 1185.07 1006.50 1215.02 1204.95 1109.76 1234.03 

繊維くず（廃畳に

限る） 
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

汚泥（生コンクリー

ト残さ物に限る。） 
固化・破砕 
（㎥） 

309.50 327.95 310.90 289.75 296.20 363.75 312.20 280.25 301.60 268.90 336.30 314.60 

 

廃棄物の種類 処分方法 
処 理 実 績（月） 

R4 
10 月 11 月 12 月 

R5 
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

がれき類 

破砕 
（ｔ） 

10532.41 10411.50 10224.41 10147.74 12956.06 10962.23 12045.85 9078.11 8102.10 7210.77 5996.42 7181.55 

ガラスくず・コン

クリートくず及び

陶磁器くず 
773.32 978.87 831.43 632.28 685.40 1056.25 815.27 704.81 536.58 1006.81 660.58 832.07 

内汚泥固化物 265.32 342.87 397.43 280.28 257.40 366.25 331.27 287.43 316.58 381.43 257.95 318.45 

木くず 1269.90 1177.31 1089.88 1025.56 883.23 1121.30 996.39 1009.97 830.27 916.80 914.62 950.91 

繊維くず（廃畳に

限る） 
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

汚泥（生コンクリー

ト残さ物に限る。） 
固化・破砕 
（㎥） 

241.20 311.70 361.30 254.80 234.00 332.95 301.15 261.30 287.80 346.75 234.50 289.50 

※2023.12.8 更新項目 



〔 処理の実績／中間処理後の持出先又は処分方法・処分量／処分業 〕※ 

廃棄物の種類 
持出先又は 
処分方法 

処 理 実 績（月） 

R2 
10 月 11 月 12 月 

R3 
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

がれき類、ガラス

くず・コンクリー

トくず及び陶磁器

くず   （㎥） 

販  売 
（再生砕石） 

5661.00 4733.00 4639.00 4968.00 3213.00 4349.00 2579.00 2612.00 3521.00 3438.00 4436.00 2975.00 

販  売 
（再生砕砂） 

1415.00 1183.00 1159.00 1242.00 803.00 1087.00 644.00 653.00 880.00 859.00 1109.00 743.00 

委託処理 
（再生合材原料）

1569.01 1352.35 1014.09 960.73 877.05 1248.41 1403.82 988.86 1538.14 1274.32 ― ― 

木くず  （ｔ） 
販  売 

（木質チップ） 
1302.27 1284.22 1185.11 1060.78 1263.84 1215.66 1231.32 1356.26 1297.01 1351.28 1161.07 1319.57 

繊維くず （ｔ） 
委託処理 
（破 砕） 

3.26 3.03 3.64 2.08 5.41 6.05 5.33 3.41 3.45 5.17 ― ― 

金属くず （ｔ） 
販  売 
（金 属） 

74.01 31.46 61.58 33.92 37.97 56.55 37.35 32.17 43.18 33.20 39.70 28.39 

残さ物  （ｔ） 
委託処理 
（破 砕） 

7.70 0.00 4.95 0.00 3.85 4.40 3.30 0.00 4.68 0.00 5.50 0.00 

 

廃棄物の種類 
持出先又は 
処分方法 

処 理 実 績（月） 

R3 
10 月 11 月 12 月 

R4 
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

がれき類、ガラス

くず・コンクリー

トくず及び陶磁器

くず   （ｔ） 

販  売 
（再生砕石） 

3702.00 2521.00 4561.00 2898.00 3303.00 5014.00 5728.00 3378.00 5033.00 7302.00 4981.00 4210.00 

販  売 
（再生砕砂） 

925.00 630.00 1140.00 724.00 825.00 1253.00 1432.00 844.00 1258.00 1825.00 1245.00 1052.00 

委託処理 
（再生合材原料）

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

木くず  （ｔ） 
販  売 

（木質チップ） 
1379.21 1345.74 1218.47 983.18 1156.80 1495.39 1185.07 1006.50 1215.02 1204.95 1109.76 1234.03 

繊維くず （ｔ） 
委託処理 
（破 砕） 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

金属くず （ｔ） 
販  売 
（金 属） 

31.92 43.81 33.20 42.32 35.29 54.25 51.89 28.70 47.45 51.04 54.74 29.16 

残さ物  （ｔ） 
委託処理 
（破 砕） 

3.30 0.00 4.40 0.00 3.30 0.00 8.80 0.00 4.40 4.40 4.95 4.40 

 

廃棄物の種類 
持出先又は 
処分方法 

処 理 実 績（月） 

R4 
10 月 11 月 12 月 

R5 
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

がれき類、ガラス

くず・コンクリー

トくず及び陶磁器

くず   （㎥） 

販  売 
（再生砕石） 

5652.00 5695.00 5527.00 5390.00 6820.00 6009.00 6430.00 4891.00 4319.00 4108.00 3328.00 4006.00 

販  売 
（再生砕砂） 

1413.00 1423.00 1381.00 1347.00 1705.00 1502.00 1607.00 1222.00 1079.00 1027.00 832.00 1001.00 

委託処理 
（再生合材原料）

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

木くず  （ｔ） 
販  売 

（木質チップ） 
1269.90 1177.31 1089.88 1025.56 883.23 1121.30 996.39 1009.97 830.27 916.80 914.62 950.91 

繊維くず （ｔ） 
委託処理 
（破 砕） 

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

金属くず （ｔ） 
販  売 
（金 属） 

48.70 47.11 76.19 18.98 75.99 58.73 49.69 45.22 48.63 41.67 41.58 40.68 

残さ物  （ｔ） 
委託処理 
（破 砕） 

4.40 4.68 4.68 8.80 3.85 4.95 8.80 4.13 0.00 8.25 4.40 3.03 

※2023.12.8 更新項目 



〔 処理の実績／収集運搬業 〕※ 

廃棄物の種類 
運搬 
方法 

区分 
処 理 実 績（月・ｔ） 

R2 
10 月 11 月 12 月 

R3 
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

廃プラスチック 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

紙くず 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

木くず 車両 
受入 7.57 3.50 16.95 2.02 4.29 0.00 3.36 1.92 5.09 1.20 3.49 1.20 

運搬 7.57 3.50 16.95 2.02 4.29 0.00 3.36 19.2 5.09 1.20 3.49 1.20 

繊維くず 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

金属くず 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

ガラスくず・コンクリー

トくず及び陶磁器くず 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

がれき類 車両 
受入 1022.00 370.40 4.00 78120 162.00 4.00 0.00 4.00 41.00 22.20 4.00 400.00 

運搬 1026.00 370.40 4.00 781.20 162.00 4.00 0.00 4.00 41.00 22.20 4.00 400.00 

汚泥（生コンクリート

残さ物に限る。） 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

 

廃棄物の種類 
運搬 
方法 

処 理 実 績（月・ｔ） 

区分 R3 
10 月 11 月 12 月 

R4 
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

廃プラスチック 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

紙くず 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

木くず 車両 
受入 1.93 1.13 3.06 1.81 1.20 2.16 2.54 4.47 1.20 0.00 2.40 8.40 

運搬 1.93 1.13 3.06 1.81 1.20 2.16 2.54 4.47 1.20 0.00 2.40 8.40 

繊維くず 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

金属くず 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

ガラスくず・コンクリー

トくず及び陶磁器くず 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

がれき類 車両 
受入 4.00 4.00 0.00 293.30 258.00 132.80 916.00 516.40 4.00 592.40 1065.60 306.80 

運搬 4.00 4.00 0.00 293.30 258.00 132.80 916.00 516.40 4.00 812.40 1155.60 306.80 

汚泥（生コンクリート

残さ物に限る。） 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

 

廃棄物の種類 
運搬 
方法 

処 理 実 績（月・ｔ） 

区分 R4 
10 月 11 月 12 月 

R5 
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

廃プラスチック 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

紙くず 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

木くず 車両 
受入 1.53 3.78 3.14 3.71 1.20 3.05 0.00 1.01 4.15 2.87 3.64 2.80 

運搬 12.03 3.78 3.14 3.71 1.20 3.05 0.00 1.01 4.15 2.87 3.64 2.80 

繊維くず 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

金属くず 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

ガラスくず・コンクリー

トくず及び陶磁器くず 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

がれき類 車両 
受入 0.00 7.00 4.00 0.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 12.00 8.00 202.00 

運搬 0.00 7.00 4.00 0.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 12.00 8.00 202.00 

汚泥（生コンクリート

残さ物に限る。） 車両 
受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運搬 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

※2023.12.8 更新項目



〔 貸借対照表 〕（令和 03 年 03 月 31 日現在）             （単位：円） 

科  目 金 額 科  目 金 額 

（資産の部） 
流動資産 

固定資産 
  有形固定資産 
  無形固定資産 
  投資その他の資産 

 

 
555,269,155 

1,344,498,118 
1,244,798,007 

2,843,676 
96,856,435 

 

（負債の部） 
流動負債 
固定負債 

 
435,034,327 
190,990,000 

負債の合計 626,024,327 

（純資産の部） 
資本金 
利益剰余金 
  利益準備金 
  その他利益剰余金 

 
30,000,000 

1,243,742,946 
7,500,000 

1,236,242,946 

純資産の合計 1,273,742,946 

資産の合計 1,899,767,273 負債・純資産の合計 1,899,767,273 

 
〔 損益計算書 〕（令和 02 年 04 月 01 日から令和 03 年 03 月 31 日まで） 

科  目 金 額 

（経常損益の部） 
営業利益 
営業外利益 

 
7,668,508 
7,405,635 

※ 売 上 高：1,098,891,449 
売上原価：976,455,584 
販売費及び一般管理費：111,928,557 

経常利益 15,074,143 

（特別損益の部） 
特別利益 
特別損失 

 
4,935,270 

18,618,517 

税引前当期純利益 
法人税その他の税額 

1,390,896 
1,259.431 

当期純利益 131,465 

 
【 個別注記表 】（令和 02 年 04 月 01 日から令和 03 年 03 月 31 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 
 １．棚卸資産の評価方法 
  製品・・・・・・売価還元法による原価法による。 
  材料、貯蔵品・・最終仕入原価法による原価法による。 
 ２．固定資産の減価償却の方法 
  有形固定資産・・定率法による。ただし、平成 10 年 4 月 1 日以降に取得した建物、平成 28 年 4 月 1 日以降に取得した建物附

属設備及び構造物について定額法による。 
無形固定資産・・定額法による。また、ソフトウェアは利用可能期間を 5 年間としている。 

 ３．重要な引当金の計上の方法 
  貸倒引当金・・・金銭債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権は貸倒法定繰入率による方法による。 
 ４．収益・費用の計上基準：売上高の計上は、発生基準による。 

５．消費税等の会計処理方法・・税抜経理方式による。 
 ６．リース取引の処理方法・・リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に準じた会計処理による。 
Ⅱ．株主資本等変動計算書に関する注記 
 １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 
  発行済み株式の種類・・普通株式、ｂ．前期末株式数・・60000 株、ｃ．当期末株式数・・60000 株 
Ⅲ．一株当たりの情報に関する注記 
 一株当たりの純資産及び当期純利益  一株当たり純資産額・・21229 円 04 銭  一株当たり当期純利益・・2 円 19 銭 



［株主資本等変動計算書］（令和 02 年 04 月 01 日から令和 03 年 03 月 31 日まで） 

 株主資本 評価・換算差額等 

新 株 
予約券 

純資産 
合 計 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式
株主資本 
合 計 

その他 
有価証券 
評 価 
差額金 

繰 延 
ヘッジ 
損 益 

評価・ 
換算差額 
合 計 

資 本 
準備金 

その他 
資 本 
剰余金 

資 本 
剰余金 
合 計 

利 益 
準備金 

その他利益剰余金 利 益 
剰余金 
合 計 積立金 

別 途 
積立金 

繰越利益 
剰余金 

前期末残高 30,000,000 0 0   0 7,500,000 0 40,000,000 1196111481 1243611481 0 1,273,611,481 0 0 0 0 1,273,611,481 

当期変動額                 

 
剰余金の配当                 

 
当期純利益        131,465 131,465  131,465     131,465 

 株主資本以外

の項目の当期

変動額（純額） 
                

当期変動額合計        131,465 131,465  131,465     131,465 

当期末残高 30,000,000 0 0 0 7,500,000 0 40,000,000 1196242946 1243742946 0 1,273,742,946 0 0 0 0 1,273,742,946 

 

 



〔 貸借対照表 〕（令和 04 年 03 月 31 日現在）             （単位：円） 

科  目 金 額 科  目 金 額 

（資産の部） 
流動資産 

固定資産 
  有形固定資産 
  無形固定資産 
  投資その他の資産 

 
580,225,362 

1,318,790,747 
1,204,142,698 

2,073,536 
112,574,513 

（負債の部） 
流動負債 
固定負債 

 
484,603,232 
157,984,000 

負債の合計 642,587,232 

（純資産の部） 
資本金 
利益剰余金 
  利益準備金 
  その他利益剰余金 

 
30,000,000 

1,226,428,877 
7,500,000 

1,218,928,877 

純資産の合計 1,256,428,877 

資産の合計 1,899,016,109 負債・純資産の合計 1,899,016,109 

 
〔 損益計算書 〕（令和 03 年 04 月 01 日から令和 04 年 03 月 31 日まで） 

科  目 金 額 

（経常損益の部） 
営業損失 
営業外利益 

 
24,339,155 

7,003,140 

売 上 高：1,004,926,011 
売上原価：929,259,249 
販売費及び一般管理費：100,005,917 

経常損失 17,336,015 

（特別損益の部） 
特別利益 

 
201,946 

税引前当期純損失 
法人税その他の税額 

17,134,069 
180,000 

当期純損失 17,314,069 

 
【 個別注記表 】（令和 03 年 04 月 01 日から令和 04 年 03 月 31 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 
１．棚卸資産の評価方法 

ａ．製品・・・・・・売価還元法による原価法による。 

ｂ．材料・貯蔵品・・最終仕入原価法による原価法による。 
２．固定資産の減価償却の方法 

ａ．有形固定資産・・定率法による。ただし、平成 10 年 4 月 1 日以降に取得した建物、平成 28 年 4 月 1 日以降に取得した建

物附属設備及び構造物については定額法による。 
ｂ．無形固定資産・・定額法による。また、ソフトウェアは利用可能期間を 5 年間としている。 

３．重要な引当金の計上の方法 
貸倒引当金・・・・・金銭債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権は貸倒法定繰入率による方法による。 

４．収益・費用の計上基準 
売上高の計上は、発生基準による。 

５．消費税等の会計処理方法 
税抜経理方式による。 

６．リース取引の処理方法 
リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に準じ

た会計処理による。 
Ⅱ．株主資本等変動計算書に関する注記 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 
ａ．発行済み株式の種類・・普通株式 
ｂ．前期末株式数・・60,000 株 
ｃ．当期末株式数・・60,000 株 

Ⅲ．一株当たりの情報に関する注記 
１．一株当たりの純資産及び当期純利益 

ａ．一株当たりの純資産額・・・20,940 円 48 銭 
ｂ．一株当たりの当期純損失・・△288 円 57 銭 



［株主資本等変動計算書］（令和 03 年 04 月 01 日から令和 04 年 03 月 31 日まで） 

 株主資本 評価・換算差額等 

新 株 
予約券 

純資産 
合 計 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式
株主資本 
合 計 

その他 
有価証券 
評 価 
差額金 

繰 延 
ヘッジ 
損 益 

評価・ 
換算差額 
合 計 

資 本 
準備金 

その他 
資 本 
剰余金 

資 本 
剰余金 
合 計 

利 益 
準備金 

その他利益剰余金 利 益 
剰余金 
合 計 積立金 

別 途 
積立金 

繰越利益 
剰余金 

前期末残高 30,000,000 0 0 0 7,500,000 0 40,000,000 1196242946 1243742946 0 1,273,742,946 0 0 0 0 1,273,742,946 

当期変動額                 

 
剰余金の配当                 

 
当期純損失        △17314069 △17314069  △17,314,069     △17,314,069 

 株主資本以外

の項目の当期

変動額（純額） 
                

当期変動額合計        △17314069 △17314069  △17,314,069     △17,314,069 

当期末残高 30,000,000 0 0 0 7,500,000 0 40,000,000 1178928877 1226428877 0 1,256,428,877 0 0 0 0 1,256,428,877 

 



〔 貸借対照表 〕（令和 05 年 03 月 31 日現在）             （単位：円） 

科  目 金 額 科  目 金 額 

（資産の部） 
流動資産 

固定資産 
  有形固定資産 
  無形固定資産 
  投資その他の資産 

 
668,566,181 

1,309,594,441 
1,180,669,702 

1,303,396 
127,621,343 

（負債の部） 
流動負債 
固定負債 

 
590,447,335 
101,980,000 

負債の合計 692,427,335 

（純資産の部） 
資本金 
利益剰余金 
  利益準備金 
  その他利益剰余金 

 
30,000,000 

1,255,733,287 
7,500,000 

1,248,233,287 

純資産の合計 1,285,733,287 

資産の合計 1,978,160,622 負債・純資産の合計 1,978,160,622 

 
〔 損益計算書 〕（令和 04 年 04 月 01 日から令和 05 年 03 月 31 日まで） 

科  目 金 額 

（経常損益の部） 
営業利益 
営業外利益 

 
17,239,884 
14,230,562 

売 上 高：1,251,297,585 
売上原価：1,126,718,677 
販売費及び一般管理費：107,339,024 

経常利益 31,470,446 

（特別損益の部） 
特別利益 

 
1,099,999 

税引前当期純利益 
法人税その他の税額 

32,570,445 
3,266,035 

当期純利益 29,304,410 

 
【 個別注記表 】（令和 04 年 04 月 01 日から令和 05 年 03 月 31 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 
１．棚卸資産の評価方法 

ａ．製品・・・・・・売価還元法による原価法による。 

ｂ．材料・貯蔵品・・最終仕入原価法による原価法による。 
２．固定資産の減価償却の方法 

ａ．有形固定資産・・定率法による。ただし、平成 10 年 4 月 1 日以降に取得した建物、平成 28 年 4 月 1 日以降に取得した建

物附属設備及び構造物については定額法による。 
ｂ．無形固定資産・・定額法による。また、ソフトウェアは利用可能期間を 5 年間としている。 

３．重要な引当金の計上の方法 
貸倒引当金・・・・・金銭債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権は貸倒法定繰入率による方法による。 

４．収益・費用の計上基準 
売上高の計上は、発生基準による。 

５．消費税等の会計処理方法 
税抜経理方式による。 

６．リース取引の処理方法 
リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に準じ

た会計処理による。 
Ⅱ．株主資本等変動計算書に関する注記 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 
ａ．発行済み株式の種類・・普通株式 
ｂ．前期末株式数・・60,000 株 
ｃ．当期末株式数・・60,000 株 

Ⅲ．一株当たりの情報に関する注記 
１．一株当たりの純資産及び当期純利益 

ａ．一株当たりの純資産額・・・21,428 円 88 銭 
ｂ．一株当たりの当期純損失・・488 円 40 銭 



［株主資本等変動計算書］（令和 04 年 04 月 01 日から令和 05 年 03 月 31 日まで） 

 株主資本 評価・換算差額等 

新 株 
予約券 

純資産 
合 計 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式
株主資本 
合 計 

その他 
有価証券 
評 価 
差額金 

繰 延 
ヘッジ 
損 益 

評価・ 
換算差額 
合 計 

資 本 
準備金 

その他 
資 本 
剰余金 

資 本 
剰余金 
合 計 

利 益 
準備金 

その他利益剰余金 利 益 
剰余金 
合 計 積立金 

別 途 
積立金 

繰越利益 
剰余金 

前期末残高 30,000,000 0 0 0 7,500,000 0 40,000,000 1178928877 1226428877 0 1,256,428,877 0 0 0 0 1,256,428,877 

当期変動額                 

 
剰余金の配当                 

 
当期純利益        29,304,410 29,304,410  29,304,410     29,304,410 

 株主資本以外

の項目の当期

変動額（純額） 
                

当期変動額合計        29,304,410 29,304,410  29,304,410     29,304,410 

当期末残高 30,000,000 0 0 0 7,500,000 0 40,000,000 1208233287 1255733287 0 1,285,733,287 0 0 0 0 1,285,733,287 

 



■ 料金 
〔 処分業 〕（2023 年 05 月 01 日～現在※） 

産業廃棄物の種類 区分 価格 主な状態・備考 

がれき類、ガラス

くず・陶磁器くず

及びコンクリー

トくず 

Ａ 1,800 円／t 無筋良物、路盤廃材、異物混入無し、標準寸法 

Ｂ 2,100 円／t 少量鉄筋混入、標準寸法超過物等 

C 2,400 円／t 鉄筋コンクリート等 

Ｄ 3,000 円／t 二次製品混入等 

Ｅ 3,800 円／t Ｕ字溝、Ｌ型、万年塀等 

Ｆ 4,800 円／t～ 杭、ヒューム管、特大物等、その他 

木くず 
Ａ 10 円／kg 釘程度付着建築解体材、木質パレット等 

Ｂ Ａ＋2 円／kg 建築金具等異物付着建築解体材、コンパネ等 

C Ａ＋5 円／kg ボルト等多量異物付着建築解体材等 

Ｄ Ａ＋8 円／kg 貼物等多量異物付着建築解体材等 

生木 
枝葉等 17 円／kg ※c 

木の根 30 円／kg ※c 

汚泥 
（生コン残さ物）  3,000 円／㎥～ ※d 

〔標準寸法：30cm×30cm×30cm〕 

※現在：最新情報公開日 

※c：現在受入休止しております。 

※d：コンクリ―トの種類・強度等により処理料金が異なります。 

 
※料金は廃棄物の種類・性情等により異なる場合があります。詳細につきましては、当社

リサイクル部（TEL：04－7142－7707）までお問合せ下さい。 
無料にてお見積り致します。 

 

 

〔 収集運搬業 〕 

収集運搬料金につきましては、種類、量、運搬距離、により計算いたします。弊社リサ

イクル部（TEL：04－7142－7707）までご相談下さい。無料にてお見積りいたします。 

 



■ 組織体制（最新情報公開日） 
〔 社内組織／組織図 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※枠内が産業廃棄物関連部署 

 

 

 

 

 

 

〔 社内組織／人員配置 〕             ※兼務職員については、主たる部門に計上しています。 

 

総務部 

リサイクル部 

合計 
高田事業場・第 2 高田事業場 十余二事業場 

正社員 2 名 10 名 4 名 16 名※ 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
〔 社内組織／職務分掌 〕 

部 署 内 容 

総  務  部 財務、処理委託契約書関連事務、人事、その他庶務 

リサイクル部 
営業 産業廃棄物全般の営業 

高田事業場 
がれき類等・汚泥の受入及び処理、再生品の販売 

第 2 高田事業場 

十余二事業場 木くずの受入及び処理、再生品の販売 

高田事業場 第 2 高田事業場 

代表取締役 

生コン部 総務部 

十余二事業場 

リサイクル部 



■ 地域融和 
当社工場は、工場見学を希望される地域住民の方々に対しまして適宜開放しております。 

 

 

■ 環境保全への取組 
IS0 14001:2004／JIS Q 14001:2004 認証取得（平成 21 年 10 月 24 日） 

IS0 14001:2015／JIS Q 14001:2015 移行済み（平成 29 年 10 月 01 日） 

 

 

■ 情報公開日 
○平成 21 年 12 月 01 日（初回） ○2 0 2 1年 03 月 16 日（第 31 回更新） 

○平成 22 年 07 月 01 日（第 01 回更新） ○2 0 2 1年 08 月 11 日（第 32 回更新） 

○平成 23 年 01 月 23 日（第 02 回更新） ○2 0 2 2年 05 月 02 日（第 33 回更新） 

○平成 23 年 07 月 07 日（第 03 回更新） ○2 0 2 2年 06 月 05 日（第 34 回更新） 

○平成 24 年 01 月 31 日（第 04 回更新） ○2 0 2 2年 10 月 24 日（第 35 回更新） 

○平成 24 年 07 月 10 日（第 05 回更新） ○2 0 2 3年 01 月 27 日（第 36 回更新） 

○平成 25 年 02 月 12 日（第 06 回更新） ○2 0 2 3年 05 月 01 日（第 37 回更新） 

○平成 25 年 04 月 01 日（第 07 回更新） ○2 0 2 3年 12 月 08 日（第 38 回更新） 

○平成 25 年 08 月 31 日（第 08 回更新）  

○平成 25 年 12 月 18 日（第 09 回更新）  

○平成 26 年 07 月 31 日（第 10 回更新）  

○平成 27 年 04 月 01 日（第 11 回更新）  

○平成 27 年 06 月 03 日（第 12 回更新）  

○平成 27 年 07 月 18 日（第 13 回更新）  

○平成 27 年 11 月 02 日（第 14 回更新）  

○平成 28 年 01 月 18 日（第 15 回更新）  

○平成 28 年 07 月 15 日（第 16 回更新）  

○平成 29 年 05 月 26 日（第 17 回更新）  

〇平成 29 年 10 月 05 日（第 18 回更新）  

〇平成 30 年 08 月 21 日（第 19 回更新）  

〇平成 30 年 09 月 19 日（第 20 回更新）  

〇2 0 1 9年 04 月 03 日（第 21 回更新）  

〇2 0 1 9年 06 月 15 日（第 22 回更新）  

〇2 0 1 9年 11 月 01 日（第 23 回更新）  

〇2 0 2 0年 01 月 24 日（第 24 回更新）  

〇2 0 2 0年 01 月 30 日（第 25 回更新）  

〇2 0 2 0年 02 月 20 日（第 26 回更新）  

〇2 0 2 0年 04 月 24 日（第 27 回更新）  

〇2 0 2 0年 06 月 15 日（第 28 回更新）  

〇2 0 2 0年 10 月 19 日（第 29 回更新）  

〇2 0 2 1年 01 月 30 日（第 30 回更新）  


